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Abstract 

本報告は過去の行動に影響されず、行動を決定していた確率的進化ゲーム理論に対して、 

一般的な N×N のゲームにおいて、今まで全ての過去の行動に影響を受け、今期の行動を

決定する場合を考察した。さらにこのことを記述する際には確率的側面に着目し、定式化

した。 

具体的には Nowak [2] の研究を参考に、戦略変化の推移のみに着目し、確率的に戦略が

変化する最もミニマルなモデルを構築し、定常状態の性質を調べた。このモデルにおいて

は前期の行動に影響を受け、今期の行動を決めるという Markov 連鎖を用いて記述した。

さらにこのモデルにノイズを入れて拡張し、既存の確率的進化ゲーム理論と比較し、諸性

質を調べた。またこの理論は非協力ゲームでは展開形ゲームに対応している。 

次に今まで全ての過去に行動に影響を受け、今期の行動を決定するモデルに拡張した。

ここで過去の全ての行動がフィルトレーション(filtration)となり、ある確率変数列が適合

(adapted)しているならば、マルチンゲール(martingale)であるかを調べることができる。

マルチンゲールであるならば、過去の全ての行動が経験、評判となり、それを利用して今

期の行動を決定するということを表している。またこの性質を利用することによって、容

易に分析することもできるようになる。具体例として囚人のジレンマを取り上げ、Pareto 

最適な協調行動を取る条件をも導出した。 

 以上のように本報告は既存の確率的進化ゲーム理論を過去の全ての行動に影響を受ける

というように拡張しただけではなく、これを確率論の枠組みで議論することによって、容

易に分析できることも示した。またその過程で数理としての貢献も行った。 
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